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●2　　 広報しらたか　2015.6.11

　白鷹町ではこれらに対応し、人口減少に可能な限
り歯止めをかけ、持続可能なまちづくりを進めるた
め「白鷹町まち･ひと･しごと創生推進本部（本部長：
佐藤誠七町長）」を４月15日に設立しました。また、
地方創生に向けて基本目標や施策の基本的方向をま
とめる総合戦略策定委員会（委員長：國方敬司山形
大学人文学部副学部長）を設置し、「人口ビジョン」
及び「総合戦略」について 10月末を目途に策定を
予定しています。
５月 26日に開催された第 1回策定委員会では、国
の方針や県の対応等の説明のほか、本町の特徴とし
て 20代女性の減少が目立つ人口動態や転入転出先
では長井市、山形市が多いことなどが報告され、委
員からは「地方創生を考えていく上で、白鷹らしさ

　５月 14日、地方創生の「地方への新しいひとの
流れをつくる」に向けた取り組みとして町内関係団
体と町で白鷹町ふるさと移住推進協議会（会長：横
澤浩副町長）を設立しました。都市部からのUター
ンや移住推進に向けて体制を整備し、情報発信や相
談業務がスタートしています。今後は、相談業務の
ほか、移住交流イベントへの出展や白鷹サテライト
オフィス（東京都千代田区）と連携し、移住交流の
拡大を図ります。なお、この事業は地方創生先行型
として国からの交付金により実施されます。

●移住相談窓口　
・白鷹サテライトオフィス　（所長：井上良弘）　　
　☎ 080-6019-7186　
　E-mail：shirataka.satellite@gmail.com
・企画政策課企画調整係
　☎ 0238-85-6123   
　E-mail：kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

地
方
生
創

～まち･ひと･しごと創生～　に向けてスタート！

　日本の人口は、２００８年（平成 20 年）１億２, ８０８万人をピー
クに減少に転じ、今後、加速度的に人口減少が進むと予想され、経済規
模の縮小や社会保障制度の崩壊など、私たちの生活に大きな影響が懸念
されます。国は、直面する人口減少問題などを解決するため「地方創生」
の動きを加速し、４つの基本目標を掲げ、２０６０年に人口１億人程度
を確保する方針です。

や独自性をどう盛り込かターゲットを明確にしたう
えで、向かうべき方向を明らかにしながら進むべき」
「婚活イベントは目的が明確でどうしても地元の女
性は恥じらいが出てしまうので、都市部からモニ
ターツアーとして女性を呼んで、自然体験や地元密
着型の婚活展開を」「町の機能が発揮できるよう内
部の連携を密に」などの意見が出されました。次回
は、町の強みや弱みを整理することとしました。策
定委員会として一定の方向性が出た時点で、町報や
町ホームページにより町民の皆様からのご意見を募
集する予定です。
「共創のまちづくり」を進め、将来にわたって活力
ある白鷹町であり続けられるよう町を挙げて地方創
生に取り組んでいきます。

【国の基本目標】
①地方における安定した雇用を創出する
②地方への新しいひとの流れをつくる
③若い世代の結婚 ･出産 ･子育ての希望をかなえる
④時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る
とともに地域と地域を連携する

～新しいひとの流れをつくる～

“移住促進” に向け協議会を設立
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平
成
28
年
度
　

白
鷹
町
重
要
事
業
要
望

　

白
鷹
町
で
は
、
町
の
将
来
像
「
笑
顔
か
が
や
き
心
か
よ
う
美
し
い
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
創
生

に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
実
現
す
る
よ
う
来
年
度
の
重
要
事

業
と
し
て
次
の
項
目
を
国
や
県
に
対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

①
白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の
支
援

の
充
実
に
つ
い
て　

継
続

　

霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
補
助

金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
私

立
高
等
学
校
へ
の
補
助
と
は
大
き

な
差
が
あ
る
た
め
、
私
立
高
等
学

校
と
同
等
程
度
の
支
援
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。

②
地
方
交
付
税
等
の
地
方
財
源
の

確
保
充
実
に
つ
い
て　

継
続

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で
あ

る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
地
方
財
源
の
充
実
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

③
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て　

継
続

　

高
校
生
の
通
学
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
地
域
住
民
の
交
通

手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
存
続
に
向
け
た
財
政
支
援
等
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

④
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
支
援

の
継
続
拡
充
に
つ
い
て　

継
続

　

高
齢
者
等
の
生
活
交
通
を
確
保

す
る
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
へ

の
県
総
合
交
付
金
制
度
の
継
続
拡

充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑤
学
校
等
公
共
施
設
跡
地
利
用
に

つ
い
て　

新
規
要
望

　

白
鷹
西
中
及
び
鷹
山
小
等
の
跡

地
に
つ
い
て
、
雇
用
創
出
に
結
び

付
く
利
活
用
方
法
を
庁
内
組
織
で

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
に
対
し
て
も
情
報
共
有
や
利

活
用
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

⑥
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
に
つ

い
て　

新
規
要
望

　

２
年
連
続
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

避
難
所
開
設
等
を
踏
ま
え
、
自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
を
町
か
ら
の

助
成
に
併
せ
、
国
県
に
対
し
て
も

要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑦
少
子
化
・
結
婚
対
策
に
つ
い
て

新
規
要
望

　

子
ど
も
医
療
費
や
保
育
料
等
の

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

や
婚
活
支
援
な
ど
の
少
子
化
・
結

婚
対
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

⑧
医
師
の
確
保
及
び
定
着
化
の
推

進
に
つ
い
て　

新
規
要
望

　

へ
き
地
診
療
や
救
急
医
療
な
ど

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
町
立
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
機
関
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑨
公
共
公
用
建
築
物
整
備
に
対
す
る

木
材
利
用
の
促
進
に
つ
い
て　

継
続

　

木
材
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

木
材
を
利
用
し
た
公
共
公
用
建
築

物
等
整
備
に
対
す
る
助
成
等
の
拡

充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑩
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
道
路

改
築
事
業(

荒
砥
橋
工
区)
の
推

進
に
つ
い
て　

継
続

　

今
年
度
、
橋
脚
等
の
工
事
が
予

定
さ
れ
る
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
つ

い
て
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

⑪
国
道
２
８
７
号(

菖
蒲･

下
山

地
内)

道
路
改
築
事
業
の
早
期
着

工
に
つ
い
て　

継
続

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

⑫
長
井
～
白
鷹
間
の
西
廻
り
幹
線

道
路
調
査
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

継
続

　

国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
に
向
け
た
路
線
調

査
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

⑬
峰
岸
地
区
砂
防
自
然
災
害
防
止

事
業(

急
傾
斜
地)

の
早
期
着
工

に
つ
い
て　

継
続

　

八
乙
女
八
幡
神
社
北
部
の
急
傾

斜
地
に
つ
い
て
土
砂
災
害
の
防
止

対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

⑭
平
成
25
年
７
月
及
び
26
年
７
月

豪
雨
災
害
の
県
単
独
河
川
砂
防
事

業
の
推
進
に
つ
い
て　

継
続

　

平
成
25
年
及
び
平
成
26
年
の
豪

雨
で
河
川
に
土
砂
が
堆
積
し
、
危

険
性
が
高
ま
り
農
地
の
取
排
水
に

も
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
浚
渫
等

の
河
川
機
能
の
回
復
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

⑮
平
成
29
年
度
全
国
高
校
総
体
の

開
催
に
つ
い
て　

新
規
要
望

　

長
井
市
と
と
も
に
本
町
で
予
定

さ
れ
て
い
る
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
費
や

運
営
費
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
要

望
す
る
も
の
で
す
。

重要事業要望活動始まる
　

こ
れ
ら
の
町
重
要
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
等
の
行
政
機
関
を

は
じ
め
、
地
元
選
出
議
員
等
に
対

し
内
容
を
説
明
し
、
事
業
推
進
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
に
は
、
佐
藤
町
長
よ

り
青
木
彰
榮
県
議
（
西
置
賜
郡
選

挙
区
）
に
対
し
て
町
重
要
事
業
要

望
書
を
手
渡
し
、
事
業
内
容
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
特
に
県
関
連

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
を
行

い
ま
し
た
。
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番号 工種 箇所名 地区 工事の進捗状況

１ 頭首工・水路 横堰 十王 平成 27 年 3 月完成

２ ため池 貝生 荒砥乙 平成 27 年 3 月完成

３ 頭首工・水路 高岡向堰 高岡 平成 26 年 7 月完成

４ 頭首工 薬師堂堰 高玉 平成 27 年 3 月完成

５ ため池 細野 滝野 平成 26 年 10 月完成

６ ため池 五反田 中山 平成 26 年 11 月完成

７ ため池 上の台 横田尻 平成 27 年 5 月完成

８ ため池 藤倉 十王 平成 27 年 10 月完成予定

９ 水路 朝日沢 荒砥乙 平成 27 年 7 月完成予定

10 頭首工 臼ケ沢 横田尻 平成 27 年 5 月完成

11 頭首工・水路 滝 滝野 平成 27 年 10 月完成予定

番号 工種
 路線名 地区 工事の進捗状況

12 林道 羽黒線 山口 平成 27 年 9 月完成予定

13 林道 小滝線 滝野 平成 27 年 7 月完成予定

14 林道 七曲線 畔藤 平成 27 年 8 月完成予定

15 林道 小野ヶ入線 畔藤 平成 27 年 8 月完成予定

16 林道 黒鴨線 黒鴨 平成 27 年 9 月完成予定

17 林道 白鷹東部線 滝野 ・荒砥乙 平成 27 年 10 月完成予定

18 林道 置賜東部線 浅立 ・畔藤 平成 27 年 8 月完成予定

19 林道 小鮎貝沢線 高玉 平成 27 年 8 月完成予定

番号 工種 河川・路線名 地区 工事の進捗状況
20 河川 本田沢川 横田尻 平成27年2月完成

21 河川 本田沢川 横田尻 平成 27 年 10 月完成予定

22 河川 唐松沢 深山 平成 27 年 8 月完成予定

23 道路 円福寺線 高玉 平成 27 年 3 月完成

24 道路 橋本新田線 深山 平成 27 年 2 月完成

25 河川 新田沢 滝野 平成 27 年 6 月完成予定

26 河川 新田沢 滝野 平成 27 年 5 月完成

27 道路 貝生線 荒砥乙 平成 27 年 6 月完成予定

28 道路 菖蒲萩野線 菖蒲 平成 27 年 4 月完成

29 河川 大杉沢 畔藤 平成 28 年 3 月完成予定

③　公共土木施設災害復旧工事

②　林道災害復旧工事

①　農地・農業用施設災害復旧工事

　２年連続で発生した豪雨災害による被害への対応について、
復旧工事の進捗状況をお知らせします。
　昨年及び一昨年の豪雨災害以降、復旧工事に取り組んでおり
ますが、すべての工事の完了までには、まだ期間を要します。
町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ
　①農地・農業用施設　産業振興課農村整備係　☎85－6125
　②林道　　　　　　　産業振興課森林整備係　☎85－6125
　③公共土木施設　　　建設水道課土木係　　　☎85－6142

復旧

▲　28　菖蒲萩野線

▲　20　本田沢川

▲　23　円福寺線

進む、
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田
ん
ぼ
の
学
校

　

５
月
20
日
、
鮎
貝
小
学
校
の
５

年
生
33
人
が
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら

た
か
前
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
田
ん
ぼ
の
泥
に
悪
戦
苦

闘
す
る
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

慣
れ
て
く
る
と
次
第
に
真
剣
な
表

情
に
変
わ
り
、
丁
寧
に
気
持
ち
を

込
め
て
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

タ
ニ
シ
や
カ
エ
ル
な
ど
、
田
ん
ぼ

の
生
き
物
に
も
触
れ
合
い
な
が
ら

田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

稲
に
な
る
ま
で

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
で
は
５
月
26

日
、
園
児
た
ち
が
保
育
園
近
く
の

田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

初
め
て
田
植
え
を
体
験
す
る
子

ど
も
た
ち
は
、
全
身
泥
だ
ら
け
に

な
り
な
が
ら
、
一
生
懸
命
苗
を
植

え
ま
し
た
。
最
後
に
苗
の
植
え
方

を
教
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
皆
さ

ん
と
、「
秋
の
収
穫
ま
で
苗
が
し
っ

か
り
育
つ
よ
う
に
、
時
々
田
ん
ぼ

を
見
に
来
て
成
長
を
見
守
る
こ

と
」
を
約
束
し
ま
し
た
。
秋
の
収

穫
が
楽
し
み
で
す
ね
。　

日
、
鮎
貝
小
学
校
の
５

人
が
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら

た
か
前
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
体

　

初
め
は
田
ん
ぼ
の
泥
に
悪
戦
苦

闘
す
る
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

慣
れ
て
く
る
と
次
第
に
真
剣
な
表

情
に
変
わ
り
、
丁
寧
に
気
持
ち
を

込
め
て
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

タ
ニ
シ
や
カ
エ
ル
な
ど
、
田
ん
ぼ

の
生
き
物
に
も
触
れ
合
い
な
が
ら

　

田
植
え
の
後
に
は
、
地
域
の
方

に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
、
お
に
ぎ

り
と
山
菜
汁
を
ご
ち
そ
う
に
な

り
、
横
澤
大
鷹
君
は
「
地
域
の
人

が
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

普
段
な
か
な
か
学
べ
な
い
こ
と

を
、
田
ん
ぼ
の
学
校
で
学
ん
だ
子

ど
も
た
ち
で
し
た
。　

全
国
大
賞
受
賞

　
「
21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運

動
全
国
選
考
会
大
賞
」に
お
い
て
、

水
土
里
ネ
ッ
ト
白
鷹
町
が
大
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
白
鷹
町
で
は
、

鮎
貝
小
学
校
と
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
を
は
じ

め
、
次
世
代
育
成
・
地
域
活
性
に

つ
な
が
る
活
動
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

れ
ら
の
活
動
の
趣
旨
と
成
果
に
多

く
の
称
賛
が
寄
せ
ら
れ
、
活
動
の

副
題
と
し
て
「
次
世
代
育
成
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
命
名
さ
れ
ま
し

た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

田んぼで学ぶ。田んぼで学ぶ。
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ふるさと、級友、そして自分
思い出に花を咲かせる日。

白
鷹
町
同
窓
会
助
成
事
業

白
鷹
町
同
窓
会
助
成
事
業
と
は

　

若
者
達
が
実
施
す
る
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
確

認
す
る
機
会
と
な
る
同
世
代
の
交
流
会
等
の
開
催

を
応
援
す
る
事
業
で
す
。

町外・県外に住む仲間たちは今何をしているのか？
外の世界から見た白鷹町はどんな姿か？

二十歳の成人式から数年経ち、

　　社会の中で経験を積み重ね、立場も変わってきたとき、

　　　　自分を振り返り、ふるさとに想いを馳せる、級友の活躍から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刺激を受ける機会を応援します。

【
助
成
対
象
と
な
る
同
窓
会
】

①
同
学
年
や
同
じ
ク
ラ
ス
等
を
単
位
と

し
た
同
窓
会
で
あ
る
こ
と

②
満
39
歳
以
下
の
学
年
の
同
窓
会
で
あ

る
こ
と

③
出
席
予
定
者
が
20
人
以
上
で
開
催
さ

れ
る
も
の
で
、
出
席
者
の
３
割
以
上
が

町
外
に
居
住
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

④
成
人
式
と
同
日
に
開
催
し
な
い
も
の

⑤
白
鷹
町
内
で
開
催
さ
れ
る
も
の

【
助
成
額
】

　

参
加
者
一
人
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

を
助
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
助
成
対
象
事
業
費
は
最
低

額
２
０
，　

０
０
０
円
と
し
、
助
成
金

の
交
付
限
度
額
は
１
０
０
，
０
０
０
円

と
す
る
。

【
申
請
方
法
】

　

同
窓
会
の
実
行
委
員
会
や
代
表
者
よ

り
、
交
付
申
請
書
と
収
支
予
算
書
、
出

席
予
定
者
の
名
簿
等
を
準
備
し
て
い
た

だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
へ
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
内
容
を
審
査

し
、
最
終
的
に
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
及
び
交
付
決
定
は
、
先

着
順
で
実
施
す
る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

☎
87

－

０
８
３
０

 同 窓 会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　自分を振り返り、　　　　自分を振り返り、　　　　自分を振り返り、　　　　自分を振り返り、　　　　自分を振り返り、
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まちづくり
　座談会

みなさんのご意見をお聞かせください

日　程 会　場 時　間

７月 ２日 
（木） 鷹山地区コミュニティセンター

午後７時30分
～９時まで

７月 ３日 
（金） 鮎貝地区コミュニティセンター

７月22日 
（水） 十王地区コミュニティセンター

　上記以外の地区につきましては、現在日程を調整中です。決
定次第お知らせいたします。
　お住まいの地区以外の会場に参加していただいても結構です
ので、ぜひご参加ください。

　今年度から町と各地区コミュニティセンターと共催で開催い
たします。
　町長、副町長、教育長、町の課長が各地区にお伺いし、主要
課題について説明します。地域の課題や町政全般について、み
なさんのご意見をお聞かせください。

■問い合わせ
　企画政策課情報係　☎85－6121

平成 28年１月以降、マイナンバーは、こんな場面で必要となります。

マイナンバーは国の行政機関
や地方公共団体などにおい
て、社会保障、税、災害対策
の分野で利用されます。

社会保障関係の手続

など　

税務関係の手続

など　

災害対策

など　

・社会保障、税、災害対策の分野の手続で、申請書等へのマイナ
　ンバーの記載が必要となります。
・事業主は従業員のマイナンバーの提示を受けて、税や社会保険
　の手続きを行うことになります。
・税の手続きにおいて、証券会社、保険会社などの金融機関から
　もマイナンバーの提出を求められる場合があります。

マイナンバー制度実施の流れ
平成29年７月

地方公共団体等も含めた情
報連携を開始

平成29年７月

個人ごとのポータルサ
イト（マイナポータル）
の運用開始

平成28年1月

マイナンバーの利
用開始

平成27年10月以降

住民票の住所に
通知

年金の資格取得や確認、給付

雇用保険の資格取得や
確認、給付

ハローワークの事務

医療保険の給付の請求

福祉分野の給付、生活保護

税務署に提出する
確定申告書、

届出書、法定調書などに記載

都道府県・市町村に
提出する申告書、

給与支払報告書などに記載

被災者生活再建支援金の給付

防災・災害対策に関する事務

被災者台帳の作成事務

【詳細はこちら】
公式サイト「マイナンバー」　　　　　公式 Twitter 「内閣官房社会保障改革担当室（番号制度）」
コールセンター☎ 0570 － 20 － 0178

検索

マイナンバー（社会保障・税番号）とは
国民一人ひとりがもつ 12桁の番号です。

いよいよ

マイナンバー制度が始まります。



●8　　 広報しらたか　2015.6.11

医療証について

　　　の医療証の更新

　現在の　 ・ 　の医療証は平成27年６月30日が有効
期限です。引き続き交付を希望される方は更新の手続
きが必要になります。有効期限をご確認のうえ手続き
を行ってください。
▼更新の時期
   ６月22日（月）～ 30日（火）
　なお、新規の申請は随時受け付けています。

　　重度心身障がい（児）者医療証 ひとり親家庭等医療証
子育て支援医療

しらたか元気っ子事業の医療証

対
象
と
な
る
方

▽下記※１により算出した市町村民
税所得割相当額が、23万５０００円
未満の方であって、次のいずれかに
該当する方
①身体障害者手帳１・２級
②精神障害者保健福祉手帳１級
③療育手帳Ａ
④国民年金障害等級１級で障害基礎
年金受給者
⑤精神障害者で、恩給法の特別項症
及び第１項症、その他公的年金各法
の障害等級１級受給権者
⑥特別児童扶養手当等の支給に関す
る法律施行令別表第３の１級程度の
方及び別表第１程度の20歳以上の方
⑦療育手帳Ｂと身体障害者手帳３級
の両方に該当する方

▽次のＡ～Ｃ全てに該当する方
Ａ18歳以下の児童を扶養してい
る方で前年の所得に対して下記　
※１により算出した所得税相当額
が０円になる方
Ｂ現在就労されている方。
Ｃ次のいずれかに該当する方
①配偶者のいない方及びその児童
②配偶者が重度の心身障害により
長期にわたって労働能力を失って
いる方及びその児童
③父母のいない18歳以下の児童
（所得税相当額が課税されている
者に養育されている場合を除く。）
④「配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に基づく法律  （Ｄ
Ｖ防止法）」に基づく保護命令の
申し立てを行い、現に配偶者に当
該命令が発せられた方及びその方
に扶養されている児童

▽白鷹町にお住いの０歳から
中学３年生までのお子さん

※なお、医療証の有効期限は
１年間で、お子さんの誕生月
の末日（１日生まれの方は誕
生月の前月の末日）までです。
　小学３年生の有効期限につ
いては、制度の関係で３月31
日とさせていただいておりま
すが、それ以降の医療証につ
いてもご自宅に送付いたしま
すのでご了承ください。

　有効期限が近づきましたら、
新しい医療証をご自宅に送付
いたします。ご確認ください。

申
請
に
必
要
な
も
の

・保険証　・印鑑
・対象となることが確認できる
身体障害者手帳・精神障害者保健福
祉手帳・療育手帳・障害年金証書
（障害基礎年金・その他公的年金）
・恩給証書・特別児童扶養手当証書
など

・対象となる方の保険証
・印鑑
※特別な理由により就労できない
という場合はご相談ください。
※他に書類が必要になる場合があ
ります。（就労証明書等）

・お子さんの保険証
・印鑑
※新規に該当になる方のみ申
請が必要になります。

※前年または前々年の所得額、所得税額のわかるものが必要になる場合もあります。

※１　税制改正により扶養控除が見直さ
れ、年少扶養控除及び16歳から18歳ま
での特定扶養控除の上乗せ部分が廃止と
なりました。医療証の所得の判定にはこ
の影響が及ばないようにするため、扶養
控除廃止前の計算により所得相当額を算
出し、判定します。

■医療証の申請窓口 ・問い合わせ先
　役場１階　２番受付　町民課国保医療係　☎85 ー 6130

身
　

親

親身

身 親 子
子育て世帯、障害をお持ちの方々の経済的負担を軽減するため、次の医療証を交付しています。



●9　　 広報しらたか　2015.6.11

国
金
民

年
保険料の免除・納付猶予の制度があります
　国民年金保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金を受けられ
なくなったり、万一のときに障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることが
できない場合があります。保険料を納めるのが困難なときは、免除等の制度
を利用しましょう。申請は、過去２年（２年 1カ月前）までさかのぼれます。

　保険料免除制度・若年者（30歳未満）納付猶予制度
　
　第 1号被保険者で保険料の納付が困難
な場合、前年の所得状況などに応じて保険
料が免除または猶予される制度です。本
人、配偶者、世帯主それぞれの前年の所得
によって審査されます。

手続き期間 平成27年７月から平成28年６月まで

必要なもの

・失業を理由とするときは、雇用保険被保険
　者離職票などの写し
・年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）
・認印（自署のときは不要）

　学生納付特例制度
　
　20 歳以上の方は、学生であっても国民
年金に加入しなければなりません。
所得の少ない学生の方で国民年金保険料の
納付が困難な場合に、保険料の納付を先送
り（猶予）できる制度です。

手続き期間 平成27年４月から平成28年３月まで

必要なもの

・学生証（写し）または、在学証明書（27年
　度発行のもので、在学期間がわかるもの）
・年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）
・認印（自署のときは不要）

　保険料の免除等の承認を受けた期間は、10年以内であれば、さかのぼって
保険料を納めることができます。

■問い合わせ　
　町民課戸籍年金係　☎ 85 － 6129
　または　米沢年金事務所　☎ 0238 － 22 － 4220（自動音声）

日本年金機構　米沢年金事務所
　平成 27年度「移動年金相談日」

　相談は予約制となっております。締切日までに
町民課戸籍年金係にお申し込みください。
▼相談時間　午前 10時～午後 1時
※相談時間は 30分です。
▼相談会場　中央公民館１階　文化実習室
※都合により館内別室に変更となる場合がありま
すので、ロビーの案内板でご確認ください。
■申し込み・問い合わせ
　町民課戸籍年金係　☎ 85 － 6129

相　談　日 予約申込締切日

６月 24日（水） ６月 19日（金）

７月 22日（水） ７月 17日（金）

８月 26日（水） ８月 21日（金）

９月 24日（木） ９月 18日（金）

10 月 28 日（水） 10 月 23 日（金）

11 月 25 日（水） 11 月 20 日（金）

国民年金マスコット
ネッキーくん
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.25

“ひきこもり”とは…

「仕事や学校に行かず、家族以外の人との交流をほ

とんどせずに、６か月以上続けて自宅にひきこもっ

ている状態」を“ひきこもり”といいます。

　
　私たちは、さまざまなストレスの中で生活してい

ます。ストレスには、はっきり自覚できるものもあ

れば、気づかないままどこかで頑張って耐え続けて

いる場合もあります。

　誰かと話したり、楽しいところに遊びに行ったり、

ゆっくり休んだり、自分の好きなことをする時間を

もち「ストレス発散」をすることで、ストレスが抱

えきれないほど大きくなりすぎないように調整して

います。

　それでも、ストレスが大きくなりすぎて自分の力

ではどうにもならなかったとき、もうこれ以上疲れ

ないようにするために、外からの刺激を遮断する場

合があります。外界との刺激を控えることで、いわ

ば殻に閉じもこり、自分を守ろうとしているのだと

考えられます。

～“ひきこもり”で悩んでいませんか？～

「“ひきこもり”かな？」と悩んだら…

　大切なことは、原因探しではなく、今いるところ

から、どのようにしていくことができるかです。

“ひきこもり”の状態の背景に、こころの病気が関

係している場合があります。

　ひどい落ち込みや憂うつな気分である、不安が強

い、周囲のことが非常に気になるなどの症状がある

場合には一度精神科医院を受診することをおすすめ

します。

まずは、話をしてみませんか？

　家族の中だけで悩まずに、相談しましょう。話を

するだけでずっと楽になります。

　体調が悪かったり、気持ちが乗らなくて、本人か

らの相談が難しい場合には、家族の方が相談するこ

とも可能です。医療機関や町の健康福祉課、近くの

民生委員、以下の窓口などに相談することができま

す。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎ 86－ 0210

《相談窓口》

機関名 電話番号 受付時間

白鷹町健康福祉課健康推進係 ０２３８－８６－０２１０
月～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

置賜保健所 ０２３８－２２－３０１５
月～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

自立支援センター巣立ち

( 山形県精神保健福祉センター）
０２３－６３１－７１４１

月・火・木・金曜日

午前９時～ 12時、午後１時～５時

米沢・山形　ひきこもり青少年関係家族支援施設

から・ころセンター
０２３８－２１－６４３６

月～金曜日

午前10時～午後５時

  　 大切な

  歯
   の健康管理

　歯を失う原因の一つ「歯周病」は、

糖尿病や心筋梗塞と同じ生活習慣病

で、全身の健康に大きな影響を与えま

す。また、歯と口は「食べる」「味わ

う」「話す」といった重要な役割を持っ 

ており、歯の寿命を延ばすことは、健

康で長生きできることにつながりま

す。丁寧な歯みがきや定期的な歯科健

診で、家族みんなでむし歯や歯周病を

予防しましょう。
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ＴＡＮＡＢＡＴＡ’ Ｓ　ＮＩＧＨＴ
～紅の糸をつむぐ～
　
　

▼日時　平成 27年 7月 5日（日）午後 3時～
▼場所　鮎貝地区コミュニティセンター
▼内容　魚を調理し生ビールで懇親します。
　　　　おにぎり、スウィーツも一緒に作ります。
▼参加対象　独身男女（年齢は問いません）
▼参加人数　30名（男 15名、女 15名）

☆▼参加費　　2,500 円（アルコール代込）▼申込締切　６月 22日（月）

■申し込み・問い合わせ
　婚活サポート委員会（子育て支援係内）
　☎ 86 － 0212
　

　　　　
　婚活サポート委員会では、「婚活応援室」として
結婚相談を毎月開催しています。
　お気軽にご相談ください。相談は無料です。

▼いつ　７月22日（水）午後４時～８時
▼どこで　健康福祉センター２階相談室
■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係   ☎86－0212

　

　紅の花が咲きはじめる七月初旬、七夕婚活企画
“紅の糸をつむぐ” にご参加ください。

婚活応援室

※加入者要件が変更されています。
平成27年度から、「畑作物の直接支払交付金（ゲ
タ対策）」及び「米・畑作物の収入減少影響緩和
対策（ナラシ対策）」の交付対象者が、認定農業
者、集落営農、認定新規就農者に変更されていま
す。
ゲタ・ナラシ対策の支援を希望する認定農業者等
になっていない方は、加入申請期限までに、認定
農業者や認定新規就農者となっていただくか、集
落営農を組織して参加していただくこと等が必要
です。

■問い合わせ
○白鷹町農業再生協議会（産業振興課内）
　☎85－6107
○ＪＡ山形おきたま白鷹支店　
　☎85－2121
○東北農政局山形地域センター　
☎0120－38－3786（平日午前9時～午後5時）　
　　

　経営所得安定対策の加入申請は６月23日まで
にお願いします。
　期限を過ぎた場合は交付を受けることができま
せんので、該当する方は忘れずに産業振興課へ申
請書を提出してください。

【目的】
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物
を対象に、その差額を交付することにより農業経
営の安定化を図るものです。
【対象作物】
　米、麦、大豆、そば、なたね、飼料作物、地域
特産物　など
【交付対象者】
　対象作物の生産数量目標に従って生産する販売
農家（昨年度に交付実績のある方には個別に連絡
しています）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農家のみなさんへお知らせです！
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５
月
３
日
、
４
日
に
開
催
さ
れ

た
上
山
ス
ポ
ー
ツ
マ
ニ
ア
杯
争
奪

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
白
鷹
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
が
出
場
し
、
男
女
で
堂
々
の

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
惜

し
く
も
準
決
勝
で
敗
れ
、
決
勝
に

進
む
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
男
女
と
も
３
位
入
賞
は
白
鷹

の
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

歴
史
上
初
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
９
日
に
開
催
さ
れ

た
長
井
市
夏
季
総
合
体
育
大
会

（
あ
や
め
杯
）
で
は
、
見
事
男
女

と
も
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

東
西
中
学
校
が
統
合
し
、
力
が

一
つ
に
な
っ
た
初
代
白
鷹
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
目
標
は

県
大
会
優
勝
、
そ
し
て
全
国
大
会

出
場
で
す
。
ま
だ
見
ぬ
栄
光
に
向

か
っ
て
、
最
高
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

上山スポーツマニア杯争奪　
中学校バスケットボール大会

男子３位   女子３位
優秀選手ベスト５選出者
男子　中川拓海　さん（２年）
女子　佐藤　月　さん（３年）

  長井市夏季総合体育大会

男子 優勝    女子 優勝

快挙！

空に泳ぐはこいのぼり
第29回ヤナ開き祭り

鮎貝桜の陣
本庄繁長公ゆかりの地有志の集い
　戦国、江戸時代初期の武将である本庄繁長公。そのゆかりの地
の有志のみなさんが白鷹町に集い、４月 28日と 29 日の２日間
にわたり鮎貝地区の史跡や白鷹の古典桜を見学されました。28
日の夜に行われた交流会では、白鷹太鼓鷹翔会による力強い演奏
と優雅な舞が披露されました。参加された皆さんは、白鷹町の伝
統芸能に感動するとともに、これからも交流を深めることを確認
しておりました。

　４月 29日から５月６日まで、白鷹ヤナ公園で「ヤナ開き祭り」
が開催されました。開催期間中は好天に恵まれ、町内外からたく
さんの人が集まり、ヤナ場を見学したり、鮎の塩焼きや豆腐田楽
を味わいました。また、今年もヤナ場の上空には大漁のこいのぼ
りが上げられ、来場者は春の風を受けて壮大に泳ぐ姿に見入って
いました。
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第24回おかえりなさいコンサート
そのやさしさにおかえりなさい

交通安全啓発活動
安全運転でおねがいします

５月13日は何の日？
高い山の日
　高い山の日の５月 13日、白鷹山の山頂で白鷹山夏山開きと白
鷹山虚空蔵尊祭礼が行われました。今年も白鷹町をはじめ、山辺
町や南陽市、山形市、上山市などから登山者が集まり、安全に楽
しく登山ができるようにと、虚空蔵尊に祈願しました。白鷹山は
標高９９４ｍ。白鷹スキー場の駐車場から１００分ほどで登れる
気軽な山です。ぜひ登ってみてください。

　ドライバーに安全な運転を心がけてもらうために、白鷹町交通
安全母の会や長井地区交通安全協会荒砥支部の方による交通安全
啓発活動が５月 15日に行われました。今年は「やさしい気持ち
…い～っパイ !! 乗せて…思いやり運転 !!」のスローガンに合わせ、
こぶしの家で作られたパイを配布しながら交通安全を呼びかけま
した。パイを受け取ったドライバーは笑顔を見せながらも、ハン
ドルを握るその表情は少し引き締まったように見えました。

　鮎貝地区コミュニティセンターを会場に、第 24回目となる「お
かえりなさいコンサート」が５月 17日に開催されました。白鷹
陽光学園や白鷹少年少女合唱団など８グループが歌や演奏、、寸
劇を披露し、観客のこころにやさしさを響かせてくれました。フィ
ナーレでは、コンサートのテーマソング「笑顔の君が好きだから」
を会場の全員で合唱し、会場全体がひとつの大きなやさしさに包
まれました。

また白鷹さ来いな。

　今年も、千葉県八千代市立大和田中学校・勝田台中学校、宮城県多賀城
市立第二中学校、の生徒たちが教育旅行で白鷹町を訪れました。生徒たち
は農作業体験や山菜取り、民泊などを通して食や農業について学ぶととも
に、地域の方との交流を楽しみました。１泊２日という短い期間でしたが、
閉講式では別れを惜しむ生徒の姿も。地域の方の温かさに触れ、人とのつ
ながりを学んだ生徒たちでした。

教育旅行
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白鷹古典桜訪問団による
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友
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ら
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町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
企
画
政
策
課
情
報
係　

 

宛

　

町
報
川
柳
　
「
色
」　　

 

（※順不動）

　４月 27 日、しらたか古典桜ツアーで白鷹町を

訪問いただきました神奈川県海老名市の皆様より

旅の思い出を「川柳・俳句・短歌」としてお寄せ

いただきました。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ありがとうございました。
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■問い合わせ
総務課総務係☎85－6120

支出日 区分 支出額 (円) 内　　　　容

5 月　1 日 御祝 3,200　 　釜の越 ・薬師さくらまつり

5 月　1 日 御祝 3,300　 　丈六地蔵尊祭礼

5月　7 日 御祝 3,400　 　鞍置八幡神社春季例大祭

5月　8 日 御祝 3,100　 　深山観音堂 ・稲荷神社例大祭　

5 月 12 日 御祝 5,000　 　白鷹ライオンズクラブ結成 15 周年記念式典

5月 15 日 御祝 3,300　 　大里神社例大祭

5月 18 日 香典 10,000　 　飯豊町長親族弔慰金

5月 22 日 御祝 5,000　 　東部工業団地会総会

5月 25 日 御祝 5,000　 　白鷹ロータリークラブ創立 50 周年記念式典

5月 25 日 御祝 3,000　 　白鷹町商工会青年部しらたか学習塾

5月 26 日 御祝 5,000　 　置賜地区商工会青年部連絡協議会通常総会

5月 26 日 御祝 5,150　 　長岡市合併十周年記念式典

5月 26 日 御祝 3,200　 　山口羽黒神社例大祭　

計 57,650　

町長交際費

１
日　

平
成
27
年
第
３
回
白
鷹
町
議
会
臨
時
会	

２
日　

積
載
車
入
庫
式
並
び
に
祝
賀
会	

３
日　

鞍
置
八
幡
神
社
例
大
祭

　
　
　

大
里
神
社
例
大
祭	

７
日　

西
置
賜
地
区
保
護
司
会
白
鷹
分
会
総
会	

８
日　

置
賜
地
方
町
村
会
定
期
総
会	

	

９
日　

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
総
会	

	

11
日　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
立
哨

　
　
　

山
形
県
市
町
村
長
会
議

12
日　

校
長
、
教
頭
歓
送
迎
会	

	

13
日　

全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
連
合
会
通
常
総
会	

14
日　

山
形
県
水
源
林
造
林
協
議
会
役
員
会	

15
日　

定
例
課
長
会	

　
　
　

山
形
県
町
村
会
第
2
回
総
会	

　
　
　

第
55
回
白
鷹
町
商
工
会
通
常
総
代
会	

　
　
　

	
16
日　

白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
15
周
年
記
念
式
典	

19
日　

企
業
訪
問　

～
20
日
ま
で	

20
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
通
常
総
会	

21
日　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

22
日　

東
部
工
業
団
地
会
総
会

23
日　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
斉
作
業	

24
日　

長
岡
市
合
併
十
周
年
記
念
式
典

25
日　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
全
員
協
議
会	

　
　
　

置
賜
総
合
開
発
協
議
会
総
会	

26
日　

白
鷹
町
ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
委
員
会								

　
　
　

白
鷹
町
商
工
会
青
年
部
し
ら
た
か
塾

27
日　

西
置
賜
行
政
組
合
議
会
初
会
合
及
び
全
員
協
議
会

　
　
　

西
置
賜
行
政
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会
総
会

　
　
　

平
成
27
年
度
白
鷹
町
観
光
協
会
通
常
総
会　

	

28
日　

日
本
赤
十
字
白
鷹
町
分
区
運
営
協
議
会

　
　
　

白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進
会
議

　
　
　

白
鷹
町
職
員
退
職
者
の
会
総
会

　
　
　

日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
山
形　

歓
迎
晩
餐
会

29
日　

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
ビ
ー
ク
ル
推
進
協
議
会
総
会

　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議
会
総
会　

30
日　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

31
日　

白
鷹
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会　
　

町長の主な動静５月

鷹
鷹
の
木
彫
り
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た

５月

　

５
月
７
日
、
奥
山
富
雄
様
（
首

都
圏
白
鷹
会
会
員
、
奥
山
建
設
株

式
会
社
代
表
取
締
役
）
よ
り
、
町

名
に
ち
な
ん
で
町
に
鷹
の
木
彫
り

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



交通

防犯

　
交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

会
員
の
み
な
さ
ま
が
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
に

見
舞
金
を
支
給
し
、
お
互
い
に
助

け
合
う
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
方

　

白
鷹
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
（
就
学
の
た
め
町
外
に
住
所

を
有
す
る
学
生
も
加
入
可
）

▼
共
済
会
費　

　

一
人
年
額
４
０
０
円
（
中
途
に

加
入
さ
れ
る
場
合
も
同
額
）

▼
平
成
27
年
度
の
共
済
期
間

　

平
成
27
年
７
月
１
日
〜
平
成
28

年
６
月
30
日
ま
で

▼
申
込
期
間
と
場
所

６
月
15
日（
月
）か
ら
６
月
30
日

（
火
）ま
で
、
役
場
１
階
町
民
課
く

ら
し
環
境
係
に
お
い
て
申
し
込
み

を
受
付
し
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
た
だ
し
、
月
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
）

月　日 時　間 会　場

６月27日
  （土）

午前 ９時00分～ 10時00分  蚕桑地区コミュニティセンター

午前10時30分～ 11時30分  荒砥地区コミュニティセンター

午後 １時00分～ ２時00分  鷹山地区コミュニティセンター

午後 ２時30分～ ３時30分  十王地区コミュニティセンター

                  ６月28日                   
（日）

午前 ９時00分～ 10時00分  東根地区コミュニティセンター

午前10時30分～ 11時30分  鮎貝地区コミュニティセンター

※
７
月
以
降
も
随
時
受
付
い
た
し

ま
す
が
、
共
済
開
始
日
は
受
付
日

以
降
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
と
お
り
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
受

付
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
形
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
白
鷹
支
部
事
務
局　

町
民
課
く

ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

「
や
ま
が
た
１
１
０
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
は
、
警
察
署
か
ら
電
子
メ

ー
ル
で
安
全
安
心
情
報
を
提
供
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

★
登
録
方
法

　

yp1
@
ox0
3
.asp.cuenote.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
後
、
返
信
さ

れ
る
メ
ー
ル
の
案
内
に
沿
っ
て
登

録
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

　
配
信
さ
れ
る
情
報

①
事
件
手
配
情
報

②
特
殊
詐
欺
発
生
情
報

③
不
審
者
情
報

④
行
方
不
明
者
手
配
情
報

⑤
交
通
安
全
情
報

⑥
防
災
情
報

⑦
ポ
リ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

登録しよう！
山形の安心安全サポーター！

安全安心情報を
　　　メールで受信
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「
山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
地
域

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
身

近
な
人
や
地
域
、
団
体
に
伝
え
、

地
域
の
情
報
や
ニ
ー
ズ
を
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

【
応
募
資
格
】

次
の
①
〜
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
満
20
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

②
県
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参
加

で
き
る
方
（
6
月
・
10
月
頃
）

③
消
費
生
活
や
消
費
者
問
題
に
関

心
の
あ
る
方

※
資
格
や
経
験
は
問
い
ま
せ
ん　

【
委
嘱
期
間
】
３
年
間

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

　

山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

山
形
県
く
ら
し
安
心
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
３
７

vol.56

く
ら
し
の

知
識

山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
活
動
内
容
】

　

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、

「
消
費
生
活
に
関
心
の
あ
る
方
」

「
消
費
生
活
の
知
識
の
あ
る
方
」

「
消
費
生
活
の
活
動
を
し
て
い
る

方
」
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
経
験
に

あ
わ
せ
て
、
自
分
に
出
来
る
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

《
活
動
例
》

・
県
か
ら
送
付
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
読
ん
で
消
費
生
活
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

・
県
内
で
行
わ
れ
る
研
修
会
や
消

費
生
活
出
前
講
座
を
聴
講
す
る
。

・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
自
治
会
の

会
合
な
ど
の
際
に
、
セ
ン
タ
ー
ニ

ュ
ー
ス
や
消
費
者
啓
発
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
す
る
。

・
身
の
回
り
で
悪
質
商
法
の
被
害

な
ど
が
起
こ
っ
た
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
を
知
ら
せ
る
。
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『
八
乙
女
げ
ん
き
塾
』

　

元
気
な
方
が
利
用
で
き
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
会
場　

白
鷹
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
荒
砥
）

○
回
数　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

う
ち
、
週
１
回
程
度
（
日
程
は
、

げ
ん
き
塾
で
決
定
）

○
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
頃
ま
で

○
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
昼
食
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
運

動
・
栄
養
改
善
・
口
腔
ケ
ア
の
介

護
予
防
に
取
り
組
み
、
送
迎
も
行

い
ま
す
。

○
利
用
料　

１
回
７
０
０
円

『
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
』

　

元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
を
修
了

し
た
方
や
、
仲
間
と
一
緒
な
ら
運

動
で
き
そ
う
だ
等
、
体
を
動
か
し

た
い
方
の
た
め
の
運
動
教
室
で
、

町
内
３
施
設
で
、
週
１
回
、
約
2

時
間
コ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

送
迎
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

『
八
乙
女
げ
ん
き
塾
』・

　
　『
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
』

　
　
　
　
　
で
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
！

　みなさん、歳を重ねるにつれ外出が減ってきていませんか？
　外出できる状態であるにも関わらず、行動範囲が自宅内や庭先程
度で、週１回程度も外出しない状態を「閉じこもり」と言います。
閉じこもりは生活不活発病を招き、放っておけば寝たきりや認知症
につながってしまいます。
　今回は、閉じこもりを防ぐためにぜひ参加していただきたい、『八
乙女げんき塾』・『元気パワーアップクラブ』を紹介します。どちら
も、介護認定を受けていない 65 歳以上の方が対象となります。地域包括支援センター ℡86-0112

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
や
介
護

中
の
方
が
集
い
、
介
護
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
ま
す
。
同
じ
体
験

を
し
て
い
る
方
の
話
を
聞
き
、
大

変
な
介
護
体
験
や
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

６
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

６
月
19
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

「
物
忘
れ
相
談
」
を
開
催
し
ま
す

　

物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

心
配
だ
と
い
う
方
や
ご
家
族
の
た

め
に
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
３
日
（
金
）

　

午
後
２
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

問
診
、
認
知
症
の
聞
き

取
り
で
の
検
査
、
診
察　

な
ど

▼
相
談
医　
　
　

川　
　

順　

氏

（　

川
記
念
病
院　

院
長
）

▼
申
込
期
限　

６
月
26
日
（
金
）

※
１
日
３
名
の
予
約
制

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

「
新
野
医
院
」

火
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
の
午
後
1

時
30
分
か
ら

○
定
員　

各
20
名

「
須
貝
接
骨
院
」

土
曜
日
の
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

３
時
30
分
か
ら

○
定
員　

各
15
名

「
み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

土
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

○
定
員　

20
名

「
各
ク
ラ
ブ
共
通
」

○
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護

予
防
を
目
的
と
し
た
運
動
、
体
力

・
効
果
測
定
、
交
流　

な
ど

○
利
用
料　

１
回
２
０
０
円

ぜ
ひ
『
八
乙
女
げ
ん
き
塾
』
や

『
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
』

に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

▲『げんき塾』歯科衛生士による口腔指導 

▲『元気パワーアップクラブ』機器を使わず　　　
自分の足で筋トレ中
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ひがしね保育園

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

好
成
績
を
残
す
も
後
半
に
課
題

　
盤
石
な
相
撲
で
い
ざ
関
取
へ
！

大
相
撲
五
月
場
所

（
５
月
１
日
〜
15
日
）

取組 星取 決まり手
初日 ○ 押し出し
４日目 ○ 押し出し
６日目 ○ 突き落とし
７日目 ○ 押し出し
９日目 ● 寄り切り
12日目 ● 突き落とし
13日目 ○ 寄り倒し
西幕下13枚目　５勝２敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
場
所
は
５
勝
２
敗
と
好

成
績
で
し
た
が
、
個
人
的
に

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
る
場

所
と
な
り
ま
し
た
。

　

徹
底
し
て
下
か
ら
上
に
攻

め
る
と
い
う
事
が
出
来
ず
、

二
つ
星
を
落
と
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

来
場
所
は
更
に
盤
石
な
相

撲
を
取
り
、
関
取
昇
進
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

　

5
月
1
日
（
金
）
介
護
職
員
初

任
者
研
修
事
業
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
荒
砥
高
校
か
ら
は
、
高

い
志
を
持
っ
た
４
人
が
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
11
月
２

日
（
月
）
ま
で
１
３
０
時
間
の
講

義
・
実
習
・
演
習
が
始
ま
り
ま
す
。

在
宅
・
施
設
で
働
く
上
で
必
要
な

基
本
的
知
識
、
技
術
を
１
３
０
時

間
の
中
で
し
っ
か
り
学
び
取
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
現
場
で
即
戦
力

と
な
れ
る
よ
う
研
鑽
、
努
力
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
講
師
の
先
生
方

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
平
成
27
年
度
介
護
職
員

                  

初
任
者
研
修
事
業
開
校

　　

５
月
９
日
（
土
）〜
10
日
（
日
）、

春
季
置
賜
地
区
高
校
総
体
が
パ
レ

ス
松
風
や
米
沢
、
長
井
な
ど
の
各

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競

技
・
卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
剣
道
・
テ
ニ
ス
の

６
つ
の
部
か
ら
、
団
体
ま
た
は
個

人
で
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

特
に
テ
ニ
ス
部
男
子
団
体
は
秋
春

連
覇
に
な
り
ま
す
。
県
大
会
で
も

上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
置
賜
地
区
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

総
合
体
育
大
会

荒
高
掲
示
板 

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

保育士「今日の田植え、みんなどうだっ
た？」
Ａ男「田んぼの中、温かかったよ。」
Ｂ子「田んぼの土、ぬるぬるしていて気
持ち悪かったよ。」
Ｃ子「でも、ぬるぬるしったものって、
体にいいんだよ。」
Ｂ子「えーっ！そうか、だからお米もつ
るつるピカピカになるんだね。」
Ｃ子「そうだよ。そのつるつるのお米の
おもち早く食べたいな…。」
みんな「食べたいなぁ…」

「ぬるぬる＝？」

広
告
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以
上
21
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
土
）

～
９
月
８
日
（
火
）

▼
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
採
用
説
明
会
】

▼
い
つ　

６
月
28
日
（
日
）、
７

月
11
日
（
土
）、
８
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
～
３
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
文
化
実

習
室
（
７
月
11
日
の
み
第
１
・
２

研
修
室
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所　

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

平
成
27
年
度
国
家
公
務
員

税
務
職
員
採
用
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）
の
ご
案
内

▼
受
験
資
格　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ケ
ー
ス
）
の
販
売 

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
米
沢

養
護
学
校
中
学
部　

神
尾
優
希
菜

・
村
上
真
喜
子 

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

38

－

３
８
９
１

真
下
慶
治
と
最
上
川

～
真
下
清
美
館
長
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

▼
い
つ　

６
月
28
日
（
日
）

午
後
２
時
45
分
開
場　

３
時
開
始

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
内　

伝
承
室

▼
料
金　

無
料

▼
定
員　

先
着
１
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ　

美
し
い
山
形
最

上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
置
賜
地
域
部
会

事
務
局　

安
部

☎
０
２
３

－

６
６
６

－

３
７
３
７

　
自
衛
官
等
募
集
説
明
会
の
ご
案
内

【
募
集
種
目
及
び
応
募
資
格
】

①
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

生▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
女

②
航
空
学
生

▼
応
募
資
格　

高
卒
以
上
で
18
歳

『
み
ん
な
で
灯
そ
う
夢
ゆ
め
あ
か
り

灯
』
を
開
催
し
ま
す　

　

西
置
賜
地
区
内
の
子
ど
も
達
の

夢
や
願
い
を
込
め
た
ラ
ン
タ
ン
約

４
０
０
０
基
を
、
長
井
市
あ
や
め

公
園
内
で
灯
し
ま
す
。
白
鷹
町
の

小
学
生
が
描
い
た
ラ
ン
タ
ン
も
灯

し
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
へ
向
け
た
明
る
く
、
力
強
い

「
夢
」
や
「
願
い
」
で
溢
れ
た
ラ

ン
タ
ン
が
灯
っ
た
あ
や
め
公
園
に

ぜ
ひ
ご
来
園
下
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
８
時
30
分

（
４
時
30
分
ラ
ン
タ
ン
点
灯
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
あ
や
め
公
園

▼
内
容　

ラ
ン
タ
ン
点
灯
、
イ
ベ

ン
ト
各
種
、
当
日
ラ
ン
タ
ン
制
作

コ
ー
ナ
ー

＊
長
井
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ラ
ン
タ
ン
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
お
家
で
描
い

て
会
場
で
灯
そ
う
！

※
詳
し
く
は
長
井
青
年
会
議
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人

長
井
青
年
会
議
所　

長
沼　

☎
０
２
３
８

－

84

－

５
３
９
４

朝
日
連
峰
夏
山
開
き

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～

▼
ど
こ
で　

朝
日
連
峰
鳥
原
山
朝

日
嶽
神
社
前

▼
持
ち
物　

昼
食
、
飲
料
水
、
雨

具
な
ど

▼
交
通　

当
日
午
前
６
時
に
役
場

前
か
ら
白
滝
登
山
口
ま
で
の
バ
ス

が
出
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
登
山
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
バ
ス
の
乗
車
人
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

６
月
17
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
観
光
交
流
係

☎
85

－

６
１
２
６

釣
り
大
会
の
ご
案
内

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
日
）

　

午
前
６
時
30
分
～
受
付

　

午
前
７
時
ス
タ
ー
ト

　

～
午
前
11
時
審
査
、
表
彰

※
雨
天
決
行

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
鮎
貝
森
合
地

内
の
溜
池

▼
定
員　

先
着
30
名

▼
料
金　

一
人
１
０
０
０
円

※
釣
り
場
は
抽
選
で
割
当
て
、
午

前
９
時
に
交
代
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
西
置
賜
漁
業
協
同
組
合　

白
鷹

支
部　

☎
85

－

０
０
６
７

米
沢
養
護
学
校
中
学
部

　

わ
い
わ
い
バ
ザ
ー
の
ご
案
内

▼
い
つ　

６
月
25
日（
木
）・
26
日

（
金
）

▼
ど
こ
で 

①
ヤ
マ
ザ
ワ
堀
川
町
店
…
午
前
９

時
30
分
～
11
時
10
分

②
イ
オ
ン
米
沢
店
…
午
前
９
時
50

分
～
11
時
30
分　

▼
内
容 　

中
学
部
の
生
徒
が
製

作
し
た
紙
製
品
（
う
ち
わ
な
ど
）、

ク
ラ
フ
ト
製
品
（
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
）、
木
工
製
品
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）、

布
製
品
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス

募　集

催　し
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▼
出
店
料　

出
店
料
は
無
料
と
し

ま
す
が
、
電
気
使
用
等
実
費
相
当

分
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

6
月
22
日
（
月
）

正
午
ま
で

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
５
実

行
委
員
会
（
産
業
セ
ン
タ
ー
内
）

小
関　

☎
85

－

０
０
５
５

学
童
保
育
従
事
者

　
　
　
　

講
習
会
の
ご
案
内

　

当
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
童
保
育
で
の
指
導
補
助

員
と
し
て
新
た
な
就
労
を
目
指
し

ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
24
日
（
水
）　　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　

６
月
25
日
（
木
）　　

６
月
22
日（
月
）
～
７
月
１
日（
水
）

郵
送
ま
た
は
持
参

６
月
22
日（
月
）～
６
月
24
日（
水
）

※
申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
と
し
ま
す
。
郵
送
ま
た

は
持
参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局

人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
へ
。

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

山
形
県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

▼
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
28

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
（
人
事
委
員
会
が
同
等
と
認
め

る
方
を
含
む
）

▼
申
込
期
限

郵
送
・
持
参
の
場
合

６
月
22
日
（
月
）

電
子
申
請
の
場
合

6
月
17
日
（
水
）

▼
試
験
日　

７
月
12
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署

☎
０
２
３
８

－

84

－

０
１
１
０

「
お
お
た
商
い（
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）

･
観
光
展
２
０
１
５
」
出
展
事
業

者
募
集
に
つ
い
て　

　

白
鷹
町
で
は
、
東
京
・
大
田
区

で
開
催
さ
れ
る
「
お
お
た
商
い

（
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）
･
観
光
展
２

０
１
５
」
へ
出
展
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

出
展
内
容
は
、
観
光
紹
介
や

「
食
」
に
関
す
る
特
産
品
の
販

売
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、

こ
の
展
示
へ
の
出
展
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
概
要
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://

w
w
w
.pio-ota.jp/a-fair/2015

▼
い
つ　

10
月
17
日（
土
）・
18
日

（
日
）
10
時
～
17
時

▼
ど
こ
で　

東
京
都
大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
ｏ

▼
主
催　

大
田
区
・（
公
財
）
大

田
区
産
業
振
興
協
会
・
大
田
区
商

店
街
連
合
会
・
東
京
商
工
会
議
所

大
田
支
部
・（
一
社
）
大
田
観
光

協
会
・（
一
社
）
大
田
工
業
連
合

会▼
出
展
内
容　

観
光
紹
介
、
ふ
る

さ
と
の
味
覚
試
食
販
売
な
ど

▼
申
込
期
限　

７
月
17
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観

光
交
流
係　

☎
85

－

６
１
２
６

「
健
康
長
寿
の
た
め
の
食
生
活
講

座
」（
出
前
講
座
）
の
ご
案
内

▼
期
間　

平
成
27
年
６
月

　
　
　

～
平
成
28
年
３
月

▼
ど
こ
で　

ご
希
望
の
場
所

▼
対
象　

事
業
所
や
各
種
団
体
に

所
属
す
る
壮
年
期
か
ら
高
齢
期
の

方▼
内
容　

健
康
長
寿
の
た
め
の
食

と
生
活
習
慣
に
つ
い
て

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み　

希
望
日
の
３
週
間

前
ま
で
に
、
担
当
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
保

健
企
画
課
健
康
づ
く
り
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
４

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
５

出
展
者
募
集

▼
い
つ　

8
月
8
日
（
土
）　　

　

午
後
4
時
～
8
時

　
　
　
　

8
月
9
日
（
日
）　　

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
ど
こ
で　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

あ
ゆ
ー
む

▼
募
集
内
容　

①
農
畜
産
物
販
売

②
加
工
食
品
・
展
示
販
売

③
飲
料
水
・
酒
類
販
売

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　

６
月
26
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
講
習
は
３
日
間
で
す
。

※
講
習
終
了
後
に
修
了
証
を
お
渡

し
し
ま
す
。

▼
ど
こ
で　

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら

り
（
旧
勤
労
セ
ン
タ
ー
）

▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

方▼
料
金　

無
料

▼
申
込
期
限　

６
月
15
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人

長
井
・
西
置
賜
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　

☎
84

－

４
５
３
５

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
運
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
も
７
月
５
日（
日
）に
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
に

お
い
て
計
画
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
区
長
、
町
内
長
を
通
じ
て

連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
８
５

－

６
１
４
０

おしらせ
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家
庭
教
育
事
業

郷
土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

　　

夏
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理

を
親
子
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
方
に
作
り

方
を
教
わ
り
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
４
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
料
金　

大
人
５
０
０
円　

子
ど

も
３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
定
員　

先
着
20
名

▼
申
込
締
切　

６
月
22
日
（
月
）

※
託
児
も
可
能
で
す
の
で
、
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振

興
係　

☎
８
５

－

６
１
４
６

中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
か
ら
使
用
す
る
教

科
書
の
展
示
会
で
す
。
平
成
27
年

度
は
中
学
校
用
教
科
書
の
採
択
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
展

示
す
る
も
の
の
中
か
ら
教
科
ご
と

に
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
し
ま

す
。

▼
期
間　

６
月
19
日
（
金
）

　
　
　

〜
７
月
２
日
（
木
）

広告

▼セット数　４０００セット
▼購入数　一世帯あたり 10セットまで（１セッ
トごとにお求めいただけます。）
▼販売日　６月14日（日）～※売り切れ次第終了。
▼販売場所　産業センター、あゆーむ（白鷹町文
化交流センター）
▼利用期間　６月 14日（日）～８月 31日（月）
▼対象商店など
　商品券でのお買物は、ポスターの貼ってあるお
店でどうぞ。詳しくは６月 14日（日）の朝刊折
込チラシをご覧ください。
【注意事項】
ＵＣ商品券、各種商品券、ビール券、プリペイド
カード、切手、印紙などの金券等を購入すること
はできません。
◎利用期間を過ぎると利用できなくなります。
■問い合わせ　白鷹町商工会　☎ 85―0055

しらたか

 プレミアム商品券発売！
　白鷹町商工会では、第９弾となる町内で使える期
間限定のプレミアム商品券を発売します。
　

1,000 円の商品券が、12 枚（1セット）で 10,000 円！
2,000 円お得な商品券です。

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場　

①
白
鷹
町
立
図
書
館

※
休
館
日
は
除
き
ま
す
。

②
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
５
階
教

育
相
談
室
（
教
科
書
セ
ン
タ
ー
）

※
土
日
は
除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係　

☎
85

－

６
１
４
４

観
世
流
白
鷹
英
会

夏
越
の
謠
会
の
ご
案
内

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
横
町
公
民
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容

①
素
謠
「
俊
寛
」
…
平
家
討
伐
の

陰
謀
が
顕
れ
て
俊
寛
及
び
公
家
２

名
は
鬼
界
が
島
に
流
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
２
名
の
公
家
は
大
赦
に
て

赦
免
と
な
る
が
、
俊
寛
は
許
さ
れ

ず
島
に
残
さ
れ
る
。

②
独
吟
…
玉
井
・
竹
生
島
な
ど
、

お
祝
い
の
席
で
謡
わ
れ
ま
す
。

③
素
謠
「
安
達
原
」
…
陸
奥
の
安

達
原
（
福
島
県
黒
塚
）
の
鬼
女
伝

説
を
脚
色
し
た
も
の
で
す
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

芳
賀
修
助

☎
85

－

２
８
２
８

しらたか

 プレミアム商品券発売！
しらたか

 プレミアム商品券発売！

■問い合わせ　
　総務課総務係
　☎85－6120
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消防テレホンサービス移行のお知らせ

　旧テレホンサービス（☎ 84 － 0119）による災
害情報の提供が終了し、平成 27 年６月１日（月）
より下記の番号に移行しました。災害時等のお問い
合わせは下記電話番号をご利用ください。　
　

　消防テレホンサービス
　0180 － 992 － 777

※この電話番号は全国多数の同時接続に対応し、つ
ながりやすさが格段に向上した番号となっておりま
す。
　なお１１９番への災害等の問い合わせについて
は、緊急通報の妨げになりますので、ご遠慮くださ
い。
　　
　　　　　　■問い合わせ
　　　　　　西置賜行政組合消防本部通信指令室
　　　　　　☎ 88 － 1212（代表）

町民プールの監視員を募集します

１. 雇用職種及び人員等
　◆職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　◆勤務地　町民プール（白鷹中敷地内）
　◆雇用予定期間　７月18日（土）～８月18日（火）
　◆勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
　◆勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のた
　　めの機械操作及び施設の衛生管理など
　◆賃金　１日　5,800円
２. 応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康な方
　　（男女は問いません）
３. 選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に
　　通知します。
４. 申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）  
　　に必要事項を記入し、教育委員会生涯スポー
　　ツ係まで提出してください。               
５. 受付期間　７月１日（水）まで　
６. その他
　　開放期間で毎日勤務することができなくても
　　監視員をしたいという方はご相談ください。
■申し込み・問い合わせ
　　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147

　

▼期間　平成26年４月１日～平成27年３月31日
▼根拠条項
　白鷹町情報公開条例第26条・白鷹町個人情報保護条例第39条
　　白鷹町情報公開条例は、行政の説明責任を明らかにし、わかりやすい町政の実現を目的としています。
　　また、白鷹町個人情報保護条例は、行政が保有する個人情報の保護及び適正な取り扱いについて定める
　ことにより、個人の権利・利益を保護することを目的としています。
　　
☆平成26年度の運用状況は下記のとおりです。

　項　目 件数
　情報公開請求 ７
　情報公開等決定 ７
　情報公開不服申立 ０
　個人情報開示等請求 ０
　個人情報開示等決定 ０
　個人情報保護不服申立 ０

【教育委員会】

　項　目 件数
　情報公開請求 ６
　情報公開等決定 ６
　情報公開不服申立 0
　個人情報開示等請求 ０
　個人情報開示等決定 ０
　個人情報保護不服申立 ０

【町長部局】

平成26年度情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況を公開します

■問い合わせ　
　総務課総務係
　☎85－6120



べにばなアート展

（あか）をつくる町

オープニングイベント
　「やまがた舞子」による
踊りの披露や紅差し体験、
紅ランチ発表会を行います。

日時：7月 2日（木）
（半夏生・木）　10:00 ～

詩劇「花はくれない」　劇団 I’ M

日時：7月 4日（土）上演　

（開場 14:30 / 開演 15:00）
上演時間：2 時間　（上演後のトークを含む）　
　　　　　入場無料
　東北芸術工科大学芸術学部美術科テキスタイル
コースが毎年開催している「紅花ルネサンス」。昨
年 12 月に行われた vol.7 において上演された詩劇

「花はくれない」を再演します。

紅花染め体験ワークショップ
　紅花を使った染色体験ワークショップを行いま
す。色鮮やかなシルクストール、ハンカチができあ
がります。
日時：7 月 4 日（土）・5 日（日）・18 日（土）
　　　19 日（日）・20 日（月・祝）・25 日（土）　
　　　計 6 回
　午前の部　11:00 ～　午後の部　13:00 ～
　（参加料）　シルクストール　4,000 円　
　　　　　　ハンカチ　1,200 円
　※ 観光協会に 2 日前までご予約ください。
　　白鷹町観光協会　☎ 86 － 0086

紅花 colors パンまつり
　大人気の「紅花 colors パンまつり」
今回は店舗数もボリュームもアップして開催し
ます。　　　　　　　　　

日時：７月 26日（日）
11：00 ～ 14：00

（※ 写真はイメージ）

紅の里ショップ 
※土日祝限定

　町内の特産品や紅花関連商品を販売いたします。
7 月 4 日（土）・5 日（日）・11 日（土）・12 日（日）
18 日（土）・19 日・（日）・20 日（月・祝）
25 日（土）26 日（日）

紅花インフォメーション
　町内の紅花畑の開花状況や紅花摘み体験の案
内、観光情報などご案内します。

紅花ミニシアター
　紅花の生産の様子を映像でご紹介いたしま
す。

　今年で 3 年目を迎えるべにばなアート展「紅花 colors」は、これまでのアート作品やパネル展示、紅
花染めワークショップに加え、詩劇「花はくれない」の上演も行われます。
　さらに最終日には、昨年も大好評の「紅花 colors パンまつり」を開催。ぜひ会場に足をお運びください。

期間：7月 2日（半夏生・木）～ 26 日（日）※休館日：7月 6日（月）・13 日（月）・21 日（火）
会場：白鷹町文化交流センター　あゆーむ
開催時間：9:00 ～ 19:00　　入場無料

◇イベント

◇ブース



日本の紅

第21回

白鷹 紅花まつり

展示
イ
ベ ン
ト

食べる 楽しむ

「紅ランチ」
白鷹産紅花を使った特別限定メニュー 　パレス松風とあゆ茶屋では、白鷹産紅花を

使った「紅ランチ」を期間限定で特別提供い
たします。この機会にぜひご賞味ください。

（ご予約）

パレス松風　
☎ 0120-28-1004

あゆ茶屋　
☎ 0238-85-5577

期間：7 月 2 日（半夏生・木）～ 31 日（金）
ランチタイム：11:30 ～ 14:00　※2 名様以上、2 日前までのご予約をお願いいたします。

2,000 円

日時：7 月 11 日（土）・12 日（日）
　　 10:00 ～ 16:00
会場：滝野交流館 / 萩野大日堂
　　　/ 十王八卦地区

　昨年展示した紅花染め着物「振袖 花吹雪」
や紅襦袢を今年も展示します。滅多に見ること
のできない貴重な着物をこの機会にご覧くださ
い。
　また、いにしえより日本の女性を魅了し続け
た本紅を展示します。

・やまがた舞子演舞披露　11 日（土）・12 日（日）
　各日 11:00 ～　会場：滝野交流館
・高栄会演舞披露　11 日（土）　12:30 ～
　会場：滝野交流館
・鞍置八幡神社獅子舞　12 日（日）　12:30 ～
　会場：滝野交流館
　　ほか、楽しいイベント盛りだくさん！
・また、紅花まつり各会場を巡って楽しめる
   スタンプラリーも実施します。

　地元滝野のそば打ち名人による手打ちそばを
はじめ、鮎の塩焼きや豆腐田楽、地元の新鮮野
菜や銘菓などお楽しみください。

・手づくり雑貨いち
　手仕事によるものづくりに取り組んでいる
方々をお招きした雑貨いちを開催します。
・にぎやか紅花商店街
　紅花染め体験やフラワーアレンジメント、紅
花切花やつるかご細工など販売します。

（※写真はイメージ）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【5月 1日～ 5月31日 届出】

住所 父母の名 子の名

荒砥甲 橋本 勇輝 拓
たく

　眞
ま

真弓

畔　藤 橋本 一馬 有
ゆう

茜

高　玉 鈴木
悠希 理

り

　空
く

七恵

十　王 鈴木 亮太
美穂 大

たい

　翔
が

山　口 髙木 朋和
理香

朋
とも

　成
なり

深　山 樋口 一弥
美佳

璃
りの

畔　藤 平井 信幸
有希子

芽
め

　依
い

十　王 今野 正善
理恵子

理
り

　桜
お

　　氏　　　名　　　  住所

（長谷部　伸　矢　　横田尻

川　井　美　沙　　長井市

（渡　辺　茂　樹　　長井市

梅　津　絵里子　　横田尻

（村　上　和　也　　高　岡

青　木　桃　子　　長井市

（齋　藤　　廉　　  寒河江市

佐　藤　　雅　　　十　王

（峯　田　嘉　和　　中　山

清　野　美紀子　　山形市

（佐　藤　弘　明　　高　玉

伊　藤　聡　美　　飯豊町

（片　倉　一　朝　　鮎　貝

横　山　千　夏　　鮎　貝

ご結婚おめでとう

▼
裏
表
紙
で
取
り
上
げ
た
三
ツ
滝
に

初
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
滝
ま
で

の
道
の
り
は
厳
し
く
、
途
中
足
を
滑

ら
せ
て
川
に
落
ち
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

と
わ
か
る
よ
う
に
カ
メ
ラ
は
無
事
で

し
た
。
神
聖
な
滝
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
ま
し
た
。

▼
6
月
で
す
。
梅
雨
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
白
鷹
町
は

雨
の
少
な
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
な
る
と
心
配
さ
れ
る
の
が
２
年

連
続
で
起
き
た
豪
雨
災
害
で
す
。
災

害
以
降
、
防
災
意
識
と
地
域
の
団
結

は
強
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
雨

に
は
計
画
的
に
降
っ
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
ね
。
　
　
（
て
づ
か
）

 住所　　  氏　　名  　年齢

中　山　奥　山　一　弥　67
荒砥甲　竹　田　育　弘　72
山　口　片　倉　ち　よ　91
中　山　佐　藤　知　雄　72
滝　野　伊　藤　澄　子　61
高　岡　樋　口　八重子　76
荒砥乙　工　藤　幸　治　60

　ワンポイントガイド
しらたか旅先案内人さんによる 旬の一枚

　6月

海老名傑　さん
　

十
王
の
権
次
平
は
、
藤
倉
沼
を

つ
く
る
時
に
大
量
の
土
が
運
ば
れ

た
所
で
す
。
そ
の
地
形
を
利
用
し

「
い
こ
い
の
場
」
が
つ
く
ら
れ
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聞
か
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
三
ツ
滝
は
、

そ
の
権
次
平
を
流
れ
る
川
の
上

流
、
お
よ
そ
、
徒
歩
30
分
の
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
一
の
滝
、
二
の

滝
、
三
の
滝
と
三
条
の
飛
瀑
が
一

つ
の
谷
に
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
で
、

そ
そ
り
た
つ
大
岩
が
三
方
を
巡
ら

し
、
大
木
、
古
木
の
枝
が
空
を
お

お
い
霊
気
が
満
ち
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
、
古
く
か
ら
不
動
尊
が
祀
ら

れ
、
地
域
の
人
々
の
厚
い
信
仰
の

聖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
５

月
第
四
日
曜
日
に
例
大
祭
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
礼
の
と
き
の
三
ツ
滝
の
冷

水
で
の
流
し
そ
う
め
ん
は
有
名

で
、
毎
年
大
変
な
賑
わ
い
で
す
。

「
め
お
と
岩
」に
目
を
み
は
り
、「
は

せ
滝
」
の
し
ぶ
き
に
手
を
ふ
れ
神

秘
的
な
広
葉
樹
林
を
散
策
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
三
ツ
滝
と
流
し
そ
う
め
ん
」

　

白
鷹
町
は
東
北
で
も
有
数
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
生
産
地
で
す
。
町
内
の

直
売
所
に
は
５
月
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

紅
花
生
産
日
本
一
、
日
本
の
紅

（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
の
赤
い
も
の
。

　

名
付
け
て

　
　
「SH

IR
A
T
A
K
A
  R
ED

」

表
紙
の
写
真
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